
は
じ
め
に

志
筑
忠
雄
の
代
表
作
と
さ
れ
る
「
暦
象
新
書
」
(
-
八

01
―成）

に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
吉
田
忠
に
よ
っ
て
、
「
暦
象
新
書
」
完

成
に
至
る
志
筑
の
執
筆
過
程
や
蘭
書
原
典
と
の
対
応
関
係
、
内

容
の
科
学
史
的
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
は
近
世
大
坂
で
思
々
斎
塾

を
営
ん
で
い
た
中
天
滸
の
受
容
ま
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
ー
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
趣
向
を
変
え
て
、
「
暦
象
新
書
」
の
内
容
で

は
な
く
、
伝
播
し
た
写
本
自
体
を
対
象
と
し
、
い
く
つ
か
の
本

に
付
さ
れ
た
伝
吉
村
迂
斎
序
に
着
目
し
、
そ
の
作
者
誤
伝
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
「
暦
象
新
書
」
に
付
さ
れ
た
伝
吉
村
迂
斎
序

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
、
長
州
（
萩
）
藩
長
崎
藩
邸
御
用
達

吉
村
利
兵
衛
永
清
の
長
男
と
し
て
迂
斎
は
生
ま
れ
た
。
名
は
正

隆
、
通
称
久
右
衛
門
、
字
士
興
、
初
め
紫
涙
と
号
し
、
後
迂
斎

と
改
め
、
畑
霞
外
史
と
も
号
し
た
。
一
七
歳
で
家
督
を
継
い
だ

迂
斎
は
、
そ
の
前
年
か
こ
の
切
松
村
元
綱
と
と
も
に
、
芙
苔
闊

社
を
興
し
長
崎
詩
壇
の
中
心
に
っ
た
高
階
陽
谷
に
師
事
し
、

大

島

朗

秀

伝
吉
村
迂
斎
序
を
付
し
た
の
は
誰
か

ー
志
筑
忠
雄
「
暦
象
新
書
」
受
容
史
の
一
駒
ー

ま
た
、
妻
の
叔
父
で
長
崎
聖
堂
助
教
を
つ
と
め
た
高
松
南
陵
に

古
文
辞
を
学
ん
だ
。
迂
斎
は
詩
を
よ
く
し
、
詩
結
社
同
声
社
を

結
び
、
門
人
を
擁
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
文
化
二
年

（
一
八

0
五
）
病
没
、
春
徳
寺
に
葬
ら
れ
た
2
0

さ
て
、
最
初
に
「
暦
象
新
書
」
に
付
さ
れ
た
迂
斎
序
の
存
在

を
指
摘
し
た
の
は
古
賀
十
二
郎
で
、
そ
の
著
『
長
崎
洋
学
史
』

の
中
で
「
東
京
吉
村
氏
蔵
3

」
写
本
を
用
い
て
釈
文
を
示
し
て
い

る
。
つ
い
で
、
後
年
刊
行
さ
れ
た
『
吉
村
迂
齋
詩
文
集
』
（
以
下
、

三
詞
文
集
』
）
で
は
、
迂
斎
自
筆
稿
本
か
ら
序
文
が
掲
載
さ
れ
た
。

以
下
に
両
者
を
引
用
し
、
傍
線
で
異
同
を
示
し
た
。
な
お
、

傍
点
は
底
本
の
ま
ま
記
し
た
が
、
読
者
の
見
や
す
さ
を
考
慮
し

て
、
旧
字
は
現
在
通
用
す
る
字
休
に
改
め
、
読
点
の
位
置
は
『
詩

文
集
』
に
従
っ
た
4

。
ま
た
、
同
書
に
お
い
て
、
推
測
で
翻
字
を

し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
[
?
・
〕
と
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
名
に

付
さ
れ
た
欧
文
は
省
き
読
点
と
し
た
。
な
お
、
書
式
に
つ
い
て

は
『
長
崎
洋
学
史
』
に
合
わ
せ
て
平
出
箇
所
を
揃
え
、
こ
れ
を

示
し
た
5
0

【
資
料
一
東
京
吉
村
氏
蔵
「
暦
象
新
書
」
序
（
『
長
崎
洋
学
史
』

上
巻
、
三
四
八
＼
三
四
九
頁
)
]

暦
象
新
書
序

古
者
授
人
時
、
布
教
、
皆
莫
不
本
諸
仰
観
資
諸
俯
察
、
故
在

上
建
其
制
、
在
下
従
旦
政
、
苦
不
叫
不
明
此
也
、
士
不
通
一
ニ
オ
、
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不
足
以
為
士
、
宜
哉
観
象
察
四
之
学
、
如
此
其
急
芙
、
而
察

理
之
用
、
莫
広
於
充
観
象
之
用
也
、
則
罰
象
之
学
広
旦
大
、

密
且
緻
、
其
難
也
可
知
芙
、
有
経
有
緯
層
り
羅
列
、
宥
順
有

逆
連
転
各
異
、
不
可
梯
而
升
也
、
不
可
閏
而
索
也
、
凰
笑
遣
芙
、

刻
所
究
極
其
然
、
故
非
研
精
置
思
、
尽
心
力
知
得
、
則
末
鮨

得
其
精
緻
也
、
近
四
欽
若
暦
象
之
術
磨
、
義
和
之
而
揺
、
周

室
之
詞
、
其
道
愈
荒
以
至
元
明
、
雌
有
彼
善
於
此
、
於
其
間

皆
未
得
其
粋
者
也
、
笈
置
万
暦
之
時
、
受
遠
西
士
之
伝
而
来
、

其
術
始
詳
焉
、
蓋
遠
西
之
士
航
悔
之
所
至
、
幾
悉
地
之
全
球
、

以
観
察
其
異
同
、
而
后
発
其
妙
思
、
製
其
奇
器
、
暦
象
之
術

及
於
千
古
之
所
末
及
詣
及
者
也
、
然
而
近
西
之
所
受
、
猶
末

及
此
篇
之
所
謂
太
陽
為
衆
天
之
心
、
不
連
罰
転
地
凶
蔦
各
曜

之
伍
有
連
而
且
転
等
、
確
奇
之
説
也
、
彼
遠
西
士
、
利
退
鸞
、

熊
三
抜
、
懐
仁
之
輩
、
仄
未
達
此
而
不
伝
之
歎
、
抑
難
伝
之

而
以
有
違
其
古
聖
人
建
言
之
旨
不
受
以
述
之
欺
‘
‘

皇
朝
暦
象
家
専
発
干
近
四
之
法
、
如
刊
此
篇
之
所
近
、
果
盲
精

確
可
取
婢
益
授
時
也
、
既
資
干
近
、
何
厭
取
遠
、
我
又
何
拘

彼
坤
地
方
静
之
説
哉
、
況
以
太
陽
為
心
有
関
渉
乎
間
開
古
伝

之
旨
也
、
余
別
有
諭
焉
、
幸
有
識
之
士
留
心
焉
、
此
篇
即
翻

遠
西
書
者
、
故
訳
士
中
野
生
之
所
述
也
、
生
存
奇
オ
、
且
多

所
渉
猟
、
最
精
遠
西
書
、
此
篇
才
其
一
班
爾
、
嘗
罹
奇
疾
、

解
職
養
間
数
年
、
沈
病
悉
愈
、
今
猶
愉
壮
、
惜
無
禄
乏
其
器
籍
、

麗
職
少
其
新
間
、
誰
然
又
以
其
間
鮨
有
此
瓢
、
吾
復
将
責
其

[
資
料
二
迂
斎
白
筆
稿
「
暦
象
新
書
」
序
（
『
吉
村
迂
齋
詩

文
集
』
一
―

-
0
¥
―
―
二
頁
こ

暦
象
新
書
序

古
者
授
人
時
、
屈
殴
教
、
皆
莫
不
本
諸
仰
観
資
諸
俯
察
、
故

在
上
建
其
制
、
在
下
従
其
政
、
皆
不
可
不
明
此
也
、
士
不
通

にじ’

三
オ
、
不
足
以
為
士
、
宜
哉
観
象
察
理
之
学
、
如
此
其
難
芙
、

而
察
理
之
用
、
莫
広
於
庁
嗣
象
之
用
也
、
則
観
象
之
学
広
且
大
、

密
且
緻
、
其
峠
也
可
知
芙
、
有
経
有
緯
層
闘
羅
列
、
有
順
有

逆
連
転
各
異
、
不
可
悌
而
升
也
、
不
可
摸
而
索
也
、
砿
芙
遣
芙
、

罰
所
究
極
其
然
、
故
非
研
精
軍
思
、
尽
心
力
知
口
、
．
則
未
椛

にピ’

得
極
精
緻
也
、
近
西
飲
若
暦
象
之
術
廃
、
義
和
之
面
揺
、
周

室
之
臼
、
其
道
愈
荒
以
至
元
明
、
雌
有
彼
善
於
此
、
於
其
間

皆
未
得
其
粋
者
白
、
笈
藍
万
暦
之
時
、
受
遠
四
士
之
伝
而
来
、

其
術
始
評
焉
、
驚
遠
西
之
士
航
海
之
所
至
、
幾
悉
地
之
全
球
、

以
観
察
其
異
同
、
而
后
発
其
妙
思
、
製
其
奇
器
、
暦
象
之
術

及
於
千
古
之
所
末
及
舵
及
者
也
、
然
而
近
西
之
所
受
、
捐
未

及
此
篇
之
所
謂
太
陽
属
衆
天
星
、
不
連
而
他
転
地
球
為
各
曜

之
伍
有
運

□

転
等
、
確
奇
之
説
也
、
彼
遠
西
利
璃
羹
翼
、
熊
三
抜
、

南
懐
仁
之
輩
、
以
之
旨
、
未
逹
此
而
不
伝
之
欺
、
抑
雖
伝
之

而
以
有
違
其
古
聖
人
建
言
不
受
以
述
之
欺
、

皇
朝
暦
象
家
専
□

□

近
西
之
法
、
．
如

91此
篇
之
所
述
果
有
精
確

成
焉
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二
、
芳
沢
藤
原
武
卿
の
署
名

前
に
見
た
二
つ
の
序
に

Cf) 

え
な
い
こ
と
に
留
意

可
取
婢
益
授
時
也
、
既
資
干
近
、
何
厭
取
遠
、
我
又
何
拘
彼

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

仇
似

0
 
0
 
0
 
0
 

坤
地
方
静
之
説
哉
、
況
以
太
陽
為
心
月
開
渉
於
開
闘
古
伝
之

旨
也
、
余
別
有
諭
焉
、
幸
有
識
之
士
留
心
焉
、
此
篇
即
翻
遠

西
書
者
、
故
訳
士
中
野
生
之
所
述
也
、
生
有
奇
オ
、
且
多
所

渉
猟
、
最
精
遠
西
書
、
此
篇
字
其
一
班
爾
、
嘗
罹
奇
疾
、
解

職
養
間
数
年
、
沈
胴
悉
愈
、
今
猶
強
壮
、
惜
無
禄
乏
其
器
籍
、

羅
職
少
其
新
間
、
雖
然
又
以
其
間
鮨
宥
此
篇
、
吾
復
将
責
其

成
焉

古
賀
十
二
郎
が
用
い
た
「
東
京
吉
村
氏
蔵
」
の
写
本
が
、
『
詩

文
集
』
で
底
本
と
さ
れ
た
迂
齋
自
筆
稿
と
同
一
本
と
考
え
る
の

が
ご
く
自
然
で
あ
る
が
、
両
者
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
釈
文
が

所
々
で
異
な
っ
て
お
り
、
ひ
と
ま
ず
同
一
本
と
見
倣
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
異
同
の
中
に
は
文
章
自
体
が
異
な
っ
て
い
る
箇
所

も
あ
る
が
、
大
半
は
古
賀
の
翻
刻
誤
り
か
、
も
し
く
は
底
本
と

し
た
両
写
本
に
お
け
る
用
字
や
文
章
脱
落
、
あ
る
い
は
資
料
の

破
損
等
に
起
因
す
る
間
題
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
内
容
と
し
て

は
同
じ
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
な
お
、
底
本
と
さ
れ
た

両
本
は
、
現
在
の
所
蔵
場
所
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
現

物
資
料
で
突
き
あ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

し
つ
つ
、
日
本
数
学
史
家
三
上
義
夫
に
よ
る
論
文
「
塵
跡
線
若

く
は
塵
跡
弧
に
就
い
て
」
に
着
目
し
た
い
。
そ
の
中
で
三
上
は
「
暦

象
新
書
」
を
用
い
て
お
り
、
そ
こ
に
「
南
部
の
処
士
芳
沢
武
郷
6

」

の
序
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
全
文
で
は
な
く
、
志
筑
忠
雄
に
ま

つ
わ
る
「
生
有
奇
オ
、
且
多
所
渉
猟
、
以
原
職
、
故
最
精
遠
西
書
、

此
篇
才
其
一
班
爾
、
嘗
罹
奇
疾
解
職
、
養
間
数
年
、
沈
詞
悉
愈
、

号
禍
強
壮
、
惜
無
禄
乏
其
器
籍
、
罷
職
少
其
新
間
、
雖
然
又
以

其
間
、
能
有
此
篇
吾
復
将
責
其
成
焉
こ
と
い
う
部
分
だ
け
抜
き

出
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
破
線
部
に
つ
い
て
は
前
述
の
二
つ
の

序
に
見
ら
れ
な
い
記
述
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
文
章
は
一
致
し

て
お
り
、
つ
ま
り
、
「
南
部
の
処
士
芳
沢
武
郷
」
の
序
は
、
伝
吉

村
迂
斎
序
と
同
一
で
あ
る
可
能
性
が
惇
上
す
る
。

こ
の
序
を
有
す
る
資
料
を
捜
索
し
た
結
果
、
九
州
大
学
が
所

蔵
す
る
五
冊
本
に
行
き
着
い
た
。
書
冊
の
中
に
は
一
一
四
・
八

x

三
三
。
三
糎
の
一
紙
が
挟
み
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
墨
書
で

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
、
近
代
に
作
成
さ
れ
た
謄
写
本
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

記
／
一
金
五
拾
円
也
／
暦
象
新
書
五
冊
枚
数
弐
百
八
拾
七
枚

／
謄
写
料
／
右
正
々
領
収
候
也
／
東
京
市
芝
区
一
二
田
南
寺
町

／
十
番
地
／
大
正
十
年
五
月
甘
八
日
田
中
保
之
（
「
田
中
」

朱
印
）
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本
資
料
の
上
編
に
は
伝
吉
村
迂
斎
序
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、

や
は
り
迂
斎
の
署
名
は
見
当
た
ら
ず
、
三
上
義
夫
が
「
吉
沢
武
郷
L

と
呼
ぶ
人
物
の
年
記
の
み
確
認
で
き
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
序
の
全
文
を
見
て
み
よ
う
。
な
お
、
読
点
は

写
本
に
朱
で
付
さ
れ
た
位
置
に
従
い
、
先
に
掲
げ
た
二
つ
の
序

文
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
箇
所
は
二
重
傍
綜
で
、
ま
た
、
前
―
―

者
の
い
ず
れ
か
片
方
と
相
違
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
傍
線
で
示

し
た
。[

資
料
二
九
大
蔵
近
代
五
冊
本
「
暦
象
新
書
」
序
]

暦
象
新
書
序

古
者
闘
授
人
時
、
闊
布
政
教
、
闘
不
本
諸
仰
観
、
資
諸
俯
察
、

故
在
上

□

建
其
制
、
在
下

□

従
其
政
、
皆
不
可
不
明
闘
此
也
、
ヽ

士
不
通
一
ニ
オ
、
不
足
以
為
士
、
宜
哉
観
象
察
理
之
学
、
如
是

其
尉
芙
、
而
察
理
之
用
、
莫
広
於
充
尉
翫
象
之
用
也
、
則
観

象
之
学
、
広
遠
密
綱
、
其
難
也
可
知
、
経
緯
順
逆
、
左
右
旋
転
、

層
々
各
異
、
不
可
梯
斤
也
、
不
可
開
而
索
也
、
凰
笑
、
選
芙
、

莫
所
究
極
、
其
然
、
故
非
研
精
攣
思
、
忍
心
力
知
万
、
則
未

能
得
其
精
緻
也
、
近
西
欽
若
闘
8

象
之
術
、
廃
義
和
之
淵
揺
、

周
室
之
詞
、
其
道
愈
荒
、
以
至
元
明
、
雖
有
彼
善
於
此
於
其

間
皆
未
得
其
粋
者
也
、
愛
薔
万
暦
之
時
、
受
遠
西
士
之
伝
、
'

而
来
其
術
始
詳
焉
、
。
蓋
遠
西
之
バ
、
航
海
之
所
至
、
幾
悉
地

之
全
球
、
以
観
察
其
異
同
、
而
后
製
未
曾
宥
之
奇
器
、
以
歴

象
之
、
故
其
術
及
於
千
古
之
所
末
鮨
及
者
也
、
然
而
近
四
之

所
受
、
猶
未
及
此
鳳
之
可
太
陽
為
衆
天
之
心
、
~
運
而
罰
転
、

地
球
為
各
曜
之
伍
、
有
連
而
且
転
等
、
確
奇
之
説
也
、
彼
遠

四
士
利
璃
賓
熊
三
抜
南
懐
仁
之
輩
、
以
猶
未
逹
此
而
不
伝
之

欺
、
抑
雌
伝
之
、
而
以
有
違
其
古
聖
人
建
言
之
旨
、
不
受
以

述
之
欺
、

皇
朝
屑
家
専
鱈
予
近
西
之
法
、
如
州
此
篇
之
所
述
、
果
精
確
可
取
、

婢
益
刊
授
時
＼
既
資
干
近
、
何
厭
取
遠
、
我
又
何
必
拘
彼
坤

地
方
静
之
脱
哉
、
況
以
太
陽
為
心
、
有
関
渉
乎
開
闘
古
伝
之

旨
也
、
余
別
有
論
焉
、
幸
有
識
之
士
留
心
焉
、
此
篇
即
翻
遠

西
書
者
、
故
象
胃
季
州
志
筑
氏
之
所
述
也
、
生
有
奇
オ
、
且

多
所
渉
猟
、
闊
原
職
、
闘
最
精
遠
西
書
、
此
篇
才
其
一
班
爾
、

嘗
罹
奇
疾
解
職
、
養
間
数
年
、
沈
瓢
悉
愈
、
今
猶
強
壮
、
惜

無
禄
乏
其
器
籍
、
罷
職
少
其
新
聞
、
雖
然
又
以
其
間
、
椛
有

此
篇
吾
復
将
貢
其
成
焉

寛
政
十
二
歳
次
己
未
春
二
月
南
部
処
士
芳
沢
藤
原
武
郷
書
於

崎
陽
客
舎
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図 1-1 下田三蔵（芳沢藤原武郷）署名の「暦象新書J序

（九州大学附属図書館蔵）

零
笞

図 1~2 序の年記部分
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こ
の
九
大
蔵
近
代
五
冊
本
が
、
三
上
義
夫
の
用
い
た
底
本

ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
か
、
少
な
ど
、
と
も
そ
机
と
同
一
の
内

容
を
備
え
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
述
の
二
つ
の
伝
吉

村
迂
斎
序
と
比
較
す
る
と
、
所
々
文
章
の
異
同
は
確
認
で
き
る

が
、
明
ら
か
に
同
じ
内
容
を
備
え
た
も
の
と
言
え
る
。

三
上
が
「
南
部
の
処
士
芳
沢
武
郷
」
と
述
べ
た
人
物
は
、
正

確
に
は
「
南
部
処
士
芳
沢
籐
原
武
卿
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
記
載
を
手
掛
か
り
に
人
物
を
追
究
し
た
と
こ
ろ
、
南
部
藩
閲

連
の
人
名
録
と
も
い
う
べ
き
「
南
部
盛
岡
藩
文
芸
人
名
録
（
稿
）
」

に
、
「
下
田
三
蔵
漠
学
者
。
武
郷
。
了
雨
・
芳
沢
。
藩
儒
。
文

政
三
年
四
月
二
十
四
日
没
。
七
十
一
歳
。
恩
流
寺
，
」
と
見
え
、

こ
の
人
物
が
盛
岡
藩
儒
下
田
三
蔵
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

下
田
一
二
蔵
は
、
南
部
家
の
家
臣
下
田
弥
左
衛
門
の
弟
で
、
天

明
年
間
に
江
戸
に
遊
学
し
、
折
衷
派
の
儒
者
口
井
上
翠
峨

（
一
七
―
―
―
―
-
＼
八
四
）
に
学
ん
だ
。
金
峨
門
下
の
高
弟
に
進
お
、

そ
の
学
識
が
認
め
ら
れ
て
雨
部
藩
の
江
戸
屋
敷
に
出
入
り
し
、

経
書
講
釈
を
つ
と
め
て
い
た
。
南
部
藩
主
利
散
は
、
国
許
盛
岡

に
お
け
る
学
間
信
仰
を
図
り
、
文
化
二
年
(
-
八

0
五
）
四
月
、

三
蔵
に
帰
国
を
命
じ
、
十
月
に
は
「
儒
学
教
授
」
に
登
用
、

五
十
石
で
召
し
抱
え
た
ー
0
0

さ
て
、
三
蔵
に
よ
る
序
の
年
記
に
は
「
寛
政
十
二
歳
次
己
末

春
二
月
南
部
処
土
芳
沢
臆
原
武
卿
書
於
崎
陽
客
舎
」
と
あ
り
、

こ
こ
か
ら
三
蔵
が
寛
政
十
二
歳
(
-
八

0
0
)
二
月
に
長
崎
遊

学
し
だ
こ
と
と
、
長
崎
の
客
舎
に
い
て
「
暦
象
新
書
」
上
編

を
写
し
、
序
を
付
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
中
編
が
成
立

し
た
の
は
寛
政
庚
申
(
-
八

0
0
)

1
 

0
月
で
あ
る
か
ら
、
筆

写
し
た
の
は
上
編
の
み
で
あ
る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
志
筑
忠
雄
に
対
す
る
呼
称
で
あ
る
。

三
蔵
序
で
「
象
胃
季
景
志
筑
氏
」
と
、
「
志
筑
姓
」
を
用
い
て
表

現
さ
れ
て
い
る
一
方
、
そ
の
他
二
つ
の
序
文
で
は
「
訳
士
中
野
生
」

と
「
中
野
姓
」
を
も
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
志
筑
が
享
和
三
年

ニ

八

0
=
-
）

-
0
月
頃
か
ら
中
野
姓
を
名
乗
り
出
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
る
：
＇
ー
、
三
蔵
序
は
そ
の
他
二
つ
の
序
よ
り
早
く
成
立
し
た

と
言
え
、
こ
こ
に
お
い
て
、
伝
吉
村
迂
斎
序
の
作
者
は
迂
斎
で

は
な
く
、
下
田
三
蔵
で
あ
る
と
結
論
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
三
蔵
序
が
迂
斎
序
と
し
て
誤
解
さ
れ
て
き
た

の
か
。前

提
と
し
て
古
賀
が
用
い
た
底
本
に
も
『
詩
文
集
』
の
底

本
に
も
下
田
三
蔵
序
の
年
記
が
欠
落
し
て
い
た
こ
と
が
背
景
に

あ
る
が
、
と
り
わ
け
、
長
崎
学
の
泰
斗
古
賀
十
二
郎
の
影
響
が

大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

古
賀
は
r

]

即
褐
―
―
―
し
上
義
夫
論
文
に
「
吉
沢
武
郷
の
序
が
あ
」

る
こ
と
を
紹
介
し
、
序
の
志
筑
に
ま
つ
わ
る
部
分
を
自
身
の
底

本
と
比
較
し
て
は
い
る
も
の
の
、
底
本
に
付
さ
れ
て
い
る
序
に

つ
い
て
「
吉
村
迂
斎
の
撰
し
た
序
文
が
あ
る
。
吉
村
氏
自
筆
の
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お
わ
り
に

以
上
、
こ
れ
ま
で
吉
村
迂
斎
作
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
「
暦
象

新
書
」
序
に
つ
い
て
、
作
者
誤
伝
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
上
で
、

真
の
作
者
が
南
部
藩
儒
下
田
三
蔵
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。

こ
の
解
明
に
よ
っ
て
、
吉
村
迂
斎
と
志
筑
忠
雄
と
が
密
接
な
関

係
に
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
最
有
力
の
証
拠
を
否
定
す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
の
、
一
方
で
、
「
暦
象
新
書
」
は
上
編
し
か
成

立
し
て
い
な
い
時
期
に
、
早
く
も
江
戸
に
伝
播
し
て
い
た
興
味

深
い
事
実
が
判
明
し
た
。

た
だ
し
、
ま
だ
い
く
つ
か
の
課
題
が
残
っ
て
い
る
。

第
一
に
、
下
田
三
蔵
序
の
竺
容
過
程
を
究
明
す
る
た

め

に

、

古

賀

十

二

郎

と

底

本

と

し

た

両

「

暦

象

者
で
あ
る
1
2

」
と
し
、
最
終
的
に
は
序
文
作
者
の
検
討
無
し
に
「
吉

村
迂
斎
が
志
筑
忠
雄
の
為
め
に
作
っ
た
序
ー
3

」
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
迂
斎
自
筆
本
に
付
さ
れ
た
序
を
無
条
件
に
迂
斎
作
と

見
倣
し
た
こ
の
発
言
が
誤
伝
の
発
端
と
な
り
、
ま
た
、
そ
の
影

響
力
の
大
き
さ
か
ら
古
賀
の
誤
っ
た
見
解
が
広
ま
り
、
定
着
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

加
え
て
、
後
年
迂
斎
に
関
す
る
最
大
か
つ
唯
一
の
資
料
集
で

あ
る
『
詩
文
集
』
に
「
暦
象
新
書
」
序
が
迂
斎
作
品
と
し
て
掲

載
さ
れ
た
こ
と
も
、
誤
伝
の
普
及
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

2
 

ー 新
書
」
の
発
見
と
、
付
下
田
三
蔵
序
が
付
さ
れ
た
系
統
写
本
の

さ
ら
な
る
発
掘
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
九
大
蔵
近
代
五
冊
本
の
中
編
と

下
編
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。

志
筑
忠
雄
「
暦
象
新
書
」
の
成
立
時
期
は
、
上
編
が
寛
政
十

年
（
一
七
九
八
）
六
月
、
中
編
は
寛
政
庚
申
(
-
八

0
0
)

-
0
月
、
下
編
が
享
和
一
一
年
(
-
八

011)

1
 0月
で
あ
る
。

綬
り
返
し
に
な
る
が
、
三
蔵
は
寛
政
十
二
歳
(
-
八

0
0
)

I

―
 

月
に
長
崎
で
上
編
を
書
写
し
、
序
を
付
し
た
。
そ
し
て
こ
の
時
「
暦

蒙
新
書
」
の
中
編
と
下
編
は
ま
だ
完
成
し
て
い
な
か
っ
た
。

と
な
る
と
、
九
大
蔵
近
代
五
冊
本
の
中
編
と
下
編
は
、
三
蔵

が
江
戸
に
帰
っ
た
後
に
筆
写
し
た
も
の
に
遡
る
も
の
な
の
か
、

そ
れ
と
も
一
二
蔵
筆
「
暦
象
新
書
」
は
上
編
し
か
存
在
せ
ず
、
後

世
の
転
写
者
或
い
は
書
陣
が
他
本
の
中
編
と
下
編
を
こ
れ
に
入

れ
て
五
冊
本
と
し
た
の
か
。
写
本
を
め
ぐ
る
謎
は
深
ま
る
ば
か

り
で
あ
る
。吉

田
忠
「
『
暦
象
新
書
』
の
研
究
」
（
『
日
本
文
化
研
究
所

研
究
報
告
』
第
二
五
号
、
一
九
八
九
年
）
な
ど
。

吉
村
榮
吉
編
著
『
吉
村
迂
齋
詩
文
集
』
（
マ
リ
ン
フ
ー
ド

株
式
会
社
社
史
刊
，
い
公
、
一
九
七
二
年
）
、
上
野
日
出
刀

「
吉
村
迂
齋
に
↓
い
て
」
（
『
活
水
諭
文
集
日
本
文
学
科
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編
』
第
三
一
号
、
一
九
八
八
年
）
な
ど
。

古
賀
十
二
郎
著
、
長
崎
学
会
編
『
長
崎
洋
学
史
』
上
巻
三
長

崎
文
献
社
、
一
九
八
六
年
）
、
三
四
八
頁
。

『
吉
村
迂
齋
詩
文
集
』
は
翻
刻
の
方
針
を
示
し
て
い
な
い

た
め
真
相
は
分
か
ら
な
い
が
、
読
点
か
自
筆
稿
に
示
さ

れ
た
通
り
に
付
さ
れ
て
い
る
可
舵
性
が
あ
る
。
な
お
、

読
点
は
「
、
」
で
示
し
た
。
以
下
、
全
て
の
引
用
で
同
。

『
長
崎
洋
学
史
』
お
よ
び
後
遅
九
大
蔵
五
冊
本
で
平
出
が

示
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
、
『
吉
村
迂
齋
詩
文
集
』
に
お
い

て
は
単
に
改
段
落
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
翻
刻
者

が
平
出
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
だ
こ
と
に
起
因
す
る
表

現
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
こ
を
平
出
と
し
た
。

旧
字
は
現
在
通
用
す
る
字
体
に
改
め
た
。
以
下
、
全
て

の
引
用
文
で
同
。

三
上
義
夫
「
塵
跡
線
若
く
は
塵
跡
弧
に
就
い
て
」
（
『
陶

居
物
理
学
校
雑
誌
』
第
五

0
0号
別
冊
、
一
九
三
三
年
）
、

三
五
二
頁
。
な
お
、
破
線
は
筆
者
か
付
し
、
読
点
の
位

置
は
三
上
論
文
に
従
っ
た
。

「
歴
マ
ヽ
」
の
付
箋
あ
り
。

高
橋
昌
彦
「
南
部
盛
岡
藩
文
芸
人
名
録
（
稿
）
」
（
『
幅
岡

大
学
研
究
部
論
集
八
人
文
科
学
編
』
第
一
―
一
巻
六
号
、

二
0
一
三
年
）
。
本
稿
は
、
半
紐
本
四
巻
四
冊
「
文
藻
諸

芸
人
名
録
」
（
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
、
近
代
書
写
）
か
ら
、

素
性
、

近
世
盛
岡
藩
関
連
の
人
物
を
中
心
に
拾
い
上
げ
、

経
歴
を
見
や
す
く
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
成
四
岡
藩
校
作
人
館
物
語
』
（
熊
谷
印
刷
出
版
部
、

一
九
八

0
年
）
な
ど
、
長
岡
高
人
に
よ
る
一
連
の
著
作

を
参
照
。

拙
稿
「
志
筑
忠
雄
「
三
種
諸
格
L

の
資
料
的
研
究
」
（
『
鳴

滝
紀
要
』
第
二
八
号
、
二

0
一
八
年
）
、
一
三
頁
。

前
褐
口
只
阿
洋
学
史
』
上
巻
、
三
四
一
頁
。

袖
褐
『
長
崎
洋
学
史
』
上
巻
、
三
四
八
頁
。

[
付
記
】

脱
稿
後
、
日
本
学
士
院
に
て
、
大
坂
で
蘭
学
塾
を
開
い
た
中

天
滸
が
校
正
し
た
本
に
遡
る
九
冊
本
「
暦
象
新
書
」
（
口
録
番
号

七
0
六
四
）
に
、
本
稿
で
主
題
と
し
て
い
る
序
が
付
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
発
見
し
た
。
九
大
本
と
校
合
し
た
と
こ
ろ
、
数
力
所

に
字
の
異
同
が
見
ら
れ
た
が
い
ず
れ
も
文
意
を
損
な
う
も
の
で

は
な
く
‘
彗
本
的
に
は
文
意
は
一
致
し
、
「
皇
祖
」
に
対
し
、
平

出
も
行
わ
れ
て
い
る
。
序
の
年
記
に
つ
い
て
も
九
大
本
と
同
じ

く
、
寛
政
―
二
年
二
月
に
下
田
三
蔵
（
芳
沢
籐
原
武
郷
）
が
長

崎
で
書
写
し
た
旨
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
迂
斎
の
名
は
無

く
、
本
稿
の
論
旨
を
さ
ら
に
裏
付
け
る
結
果
と
な
っ
た
。

,
l
3
 

1
2
 

1
1
 

1
0
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